
第７ 火山の活動状況及び被害状況 

１ 桜島の火山活動 

(1) 平成 24 年の概況 

平成 24 年、昭和火口の噴火活動は活発だった。噴火回数は 1105 回、そのうち爆発的噴

火は 883 回で、大きな噴石がたびたび 3合目（昭和火口から 1300～1800m）まで達した。1

月の噴火回数は 190 回、そのうち爆発的噴火は 172 回と、いずれも年間を通して最も多く、

爆発的噴火の回数は、昭和火口の活動が 2006 年に再開して以降、最も多くなった。3月 12 

日 15 時 07 分の爆発的噴火では、大きな噴石が 2合目（昭和火口から 2㎞付近）まで達し

た。また、ごく小規模な火砕流が 3月 22 日 00 時 55 分に発生し、東へ約 300m 流下した。

火砕流の発生は、2011 年 10 月 26 日以来。5月 23 日 14 時 54 分及び 24 日 04 時 29 分

の爆発的噴火では、やや多量の噴煙が火口縁上 3500m まで上がった。噴煙が 3000m まで達

したのは 2011 年 4 月 4 日以来。7 月 24 日 19 時 15 分には、南岳山頂火口で爆発的噴火が

発生し、多量の噴煙が上がり、大きな噴石が 4合目（南岳山頂火口より 1300m～1700m）ま

で達した。南岳山頂火口で爆発的噴火が発生したのは、2011 年 2月 7 日以来。この爆発的

噴火以降、昭和火口の爆発的噴火は一時的にやや増加し、7 月 25 日に 9 回、26 日に 8回

発生した。9月 24日 12時 52 分の爆発的噴火では、東郡元空振計(昭和火口から西へ 10 ㎞

の鹿児島地方気象台)で 61Pa の空振を観測した。この空振は、2006 年以降活動を再開した

昭和火口の噴火としては、東郡元空振計で観測された空振のうち、最も大きな値だった。 

火山性地震は、おおむね少ない状態で経過した。震源は主に南岳直下の海抜下約 0～3

㎞に分布し、桜島東部の海抜下約 2 ㎞や、北岳付近の海抜下約 1～3km にも分布した。火

山性微動は、増減を繰り返しながら継続した。二酸化硫黄の 1 日あたりの平均放出量は多

い状態が続き、12月はやや減少した。 

地殻変動の状況については、桜島直下へのマグマの供給量の増加により、2011 年 11 月

頃から、山体がわずかに隆起する傾向が続いたが、2012 年 2 月に入り停滞し、8 月頃から

わずかに沈降、11 月に入り再び停滞した。GPS 連続観測では、2011 年 9 月頃からわずか

な伸びの傾向が続いたが、2012 年 2 月頃から鈍化し、6月頃から停滞、10 月頃からわずか

な縮みの傾向となった。また、南岳山頂火口で、7 月 24 日 19 時 15 分に発生した爆発的

噴火に前駆して、山体浅部が膨張源とみられるわずかな地殻変動が観測され、噴火後に急

激な収縮が観測された。国土地理院の GPS 観測結果では、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）

深部の膨張による長期的な伸びの傾向がみられた。 
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鹿児島県の降灰量観測データをもとに解析した、2012 年の火山灰の総噴出量は約 660 万

トン。2006 年の昭和火口噴火再開以降の年別総噴出量の中で最大（これまでの最大は 2010 

年の約 510 万トン）となった。 

(2) 各月の経過 

【1月～4月】(噴火警戒レベル3) 

（3月12 日に情報内容一部切り替え、同月21日に再び切り替え) 

昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火回数は、1月は190 回(そのうち爆発的

噴火は172 回で、昭和火口の活動が2006 年に再開以降、最多)、2月は103 回(そのうち爆

発的噴火は93 回)、3月は128 回(そのうち爆発的噴火は112 回)、4月は127 回(そのうち爆

発的噴火は107 回)だった。大きな噴石が3合目（昭和火口から1300～1800m）まで達した爆

発的噴火は、1月と2月にそれぞれ6回、3月に3回、4月に4回発生した。3月12日15時07分の

爆発的噴火では、大きな噴石が2合目(昭和火口から2km付近)に達し、同日15 時35 分、火

口周辺警報（噴火警戒レベル3、入山規制）を切り替え、警戒範囲を南岳山頂火口から概ね

2km及び昭和火口から2km を超えた居住地域近くの範囲（昭和火口から概ね2.4km）に拡大

した。しかし、その後、大きな噴石が2合目まで飛散する爆発的噴火の発生はなく、また、

地震活動及び地殻変動に特段の変化は認められず、噴火活動がさらに活発化する兆候は認

められなかったため、3月21 日11 時00 分に火口周辺警報（噴火警戒レベル3、入山規制）

を切り替え、警戒範囲を昭和火口及び南岳山頂火口から概ね2km に縮小した。今期間の噴

煙の最高高度は、火口縁上2000～2800m。また、3月22日00時55分には、ごく小規模な火砕

流が発生し、東へ約300m流下した。火砕流の発生は、2011 年10 月26 日以来のことだった。

火山性地震の月回数は、1月785 回、2月593回、3月892回、4月621回と少なかった。火山性

微動の月回数は、1月223 回、2月192回、3月480回、4月294回だった。二酸化硫黄の1日あ

たりの平均放出量は、1月1800～2800トン、2月2300～2900トン、3月2400トン、4月1800～

2700トンと、多い状態だった。 

【5月～6月】(噴火警戒レベル3) 

昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火回数は、5月が89 回(そのうち爆発的噴

火は64 回)、6月が73 回(そのうち爆発的噴火は51 回)だった。5月には、大きな噴石が3

合目まで達した爆発的噴火が4回発生し、23日14時54 分及び24 日04 時29 分の爆発的噴火

では、やや多量の噴煙が火口縁上3500mまで上がった。噴煙が3000mまで達したのは2011 年

4月4日以来。6月は、大きな噴石が4合目（昭和火口から800～1300m）まで達した爆発的噴

火は10 回発生したが、3合目まで達した爆発的噴火はなかった。また、ごく小規模な火砕

流が、5月21日と6月6日に発生した。火山性地震の月回数は、5月711回、6月924回と比較的

少なかった。火山性微動の月回数は、5月439回、6月554回だった。二酸化硫黄の1日あたり
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の平均放出量は、5月2200～2800トン、6月1800～3600トンと多い状態だった。 

【7月～9月】(噴火警戒レベル3) 

昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火回数は、7月は76 回(そのうち爆発的噴

火は60 回)、8月は59 回(そのうち爆発的噴火は43 回)、9月は73回(そのうち爆発的噴火は

48回)だった。7月7日05 時31分の爆発的噴火に伴って大きな噴石が3合目まで達した。なお、

7月24日19時15分、南岳山頂火口で爆発的噴火が発生し、多量の噴煙が上がり、大きな噴石

が4合目（南岳山頂火口より1300～1700m）まで達した。南岳山頂火口で爆発的噴火が発生

したのは、2011 年2月7日以来。この爆発的噴火以降、昭和火口の爆発的噴火は一時的にや

や増加し、7月25 日に9回、26 日に8回発生した(26 日14 時21 分の爆発的噴火では、やや

多量の噴煙が火口縁上3200mまで上がった)。また、8月23 日07 時39 分と、9月11日18時28

分、9月24日12時52分の爆発的噴火の際、大きな噴石が3合目まで達した。9月24日12時52

分の爆発的噴火では、東郡元空振計(昭和火口から西へ10㎞の鹿児島地方気象台)で61Paの

空振を観測した。この空振は、2006年以降活動を再開した昭和火口の噴火としては、東郡

元空振計で観測された空振のうち、最も大きな値だった。9月11日15時55分の爆発的噴火で

は、やや多量の噴煙が火口縁上3500mまで上がった。火山性地震の月回数は、7月713回、8

月370回、9月349回と少なかった。火山性微動の月回数は、7月473回、8月270回、9月283

回だった。二酸化硫黄の1日あたりの平均放出量は、7月1800～3100トン、8月2600～3300

トン、2700～3700トンと多く、7月31日に実施した調査では1日あたり5200トンと非常に多

かった。 

【10月～12月】(噴火警戒レベル3) 

昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火回数は、10月は61回(そのうち爆発的噴

火は35 回)、11月は71 回(そのうち爆発的噴火は55回)、12月は55回(そのうち爆発的噴火

は43回)だった。大きな噴石が3合目まで達する爆発的噴火が、10月27 日21 時58 分と30 日

03 時10 分、11月は7回、12月10 日05 時25 分と26 日16 時41 分に発生した。10月7日、

11月30日、12月26日に、ごく小規模な火砕流が発生し、11月30日と12月26日には東へ約500m

流下した。火山性地震の月回数は、10月736 回、11月635回、12月813回と比較的少なかっ

た。火山性微動の月回数は、10月500回、11月363回、12月453回だった。二酸化硫黄の1日

あたりの平均放出量は、10月は2100～2300トンと多く、10月29 日には5700 トンと非常に

多い状態が観測された。11月は2100～2200トンと多く、12月は1200～1400 トンとやや多か

った。 

 南岳山頂火口では、2月13 日にごく小規模な噴火が発生し（2011年12 月13 日以来）、6

月にかけて時々、ごく小規模な噴火が発生した。7月24 日19 時15分には、2011年2月7日以

来となる爆発的噴火が発生し、多量の噴煙が上がり、大きな噴石が4合目（南岳山頂火口よ
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り1300～1700m）まで達した。10月から12月は時々ごく小規模な噴火が発生し、12月2日16 時

34 分にはごく小規模と推定される爆発的噴火が発生した。 

 地殻変動の状況については、2011年11月頃から、桜島直下へのマグマの供給量の増加に

より、山体がわずかに隆起する傾向が続いたが、2012年2月に入り停滞し、8月からわずか

に沈降、11月に入り再び停滞した。GPS 連続観測では、2011 年9月頃からわずかな伸びの

傾向が続いたが、2012年2月頃から鈍化し、6月頃から停滞、10月頃からわずかな縮みの傾

向となった。南岳山頂火口で、7月24 日19 時15 分に発生した爆発的噴火に前駆して、山

体浅部が膨張源とみられるわずかな地殻変動が観測され、噴火後に急激な収縮が観測され

た。国土地理院のGPS 観測結果では、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）深部の膨張による長

期的な伸びの傾向がみられた。 

 鹿児島県の降灰量観測データをもとに解析した、火山灰の総噴出量は、1月は51 万トン、

2月は52 万トン、3月は81 万トン、4月は66 万トン、5月は88 万トン、6月は69 万トン、7

月は52 万トン、8月は34万トン、9月は40万トン、10月は30万トン、11月は50万トン、12

月は50万トン。2012 年１月から12 月までの総噴出量は約660 万トン。2006 年の昭和火口

噴火再開以降の年別総噴出量の中で最大（これまでの最大は2010 年の約510 万トン）とな

った。 

（3）被害状況 

平成24年（１月１日～12月31日）における桜島の火山活動による農作物の被害は， 

   67億2782万円となった。 

（4）火山情報の発表状況 

3 月 12 日 15 時 35 分 火口周辺警報（噴火警戒レベル 3、入山規制）を切り替え 

警戒範囲を南岳山頂火口から概ね 2km及び昭和火口から 2km を超えた居住地域近く

の範囲（昭和火口から概ね 2.4km）に拡大 

3 月 21 日 11 時 00 分 火口周辺警報（噴火警戒レベル 3、入山規制）を切り替え 

警戒範囲を昭和火口及び南岳山頂火口から概ね 2km に縮小 

被害額
作物
野菜
花き
果樹
茶
葉たばこ
飼料作物
合計

123,775
764,478

6,727,882

（単位：千円）
被害額

3,197,340
432,886
537,816

1,671,587
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火山名  桜島  噴火警報（火口周辺） 

平成２４年３月１２日１５時３５分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜桜島に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）を切り替え＞ 

 火口から居住地域近くまでの範囲で警戒が必要。 

＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 桜島の昭和火口で、本日（１２日）１５時０７分に爆発的噴火が発生し、 

弾道を描いて飛散する大きな噴石が２合目（昭和火口より２ｋｍ付近）まで 

達しました。 

 火口から居住地域近くまでの範囲で弾道を描いて飛散する大きな噴石及び 

火砕流に警戒が必要です。 

２．対象市町村等 

  鹿児島県：鹿児島市 

３．防災上の警戒事項等 

 昭和火口及び南岳山頂火口から２ｋｍを超えた居住地域近くまでの範囲で 

は、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火砕流に警戒が必要で 

す。 

 風下側では降灰及び遠方でも風に流されて降る小さな噴石（火山れき）に 

注意が必要です。 

 降雨時には土石流に注意が必要です。 

＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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火山名  桜島  噴火警報（火口周辺） 

平成２４年３月２１日１１時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜桜島に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）を切り替え＞ 

 昭和火口及び南岳山頂火口から概ね２ｋｍに警戒範囲を縮小 

＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 昭和火口では、１２日１５時０７分に爆発的噴火が発生し、大きな噴石が 

２合目（昭和火口から２ｋｍ付近）まで達したことから、１２日１５時３５ 

分に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）を切り替え、警戒範囲を 

南岳山頂火口から２ｋｍ及び昭和火口から２ｋｍを超えた居住地域近くの範 

囲（昭和火口から概ね２．４ｋｍ）に拡大しました。 

 その後、大きな噴石が２合目まで飛散する爆発的噴火の発生はなく、また 

、１２日１５時０７分の爆発的噴火の発生以降も地震活動及び地殻変動に特 

段の変化は認められず、噴火活動がさらに活発化する兆候は今のところ認め 

られません。 

 以上のことから、警戒範囲を南岳山頂火口から２ｋｍ及び昭和火口から２ 

ｋｍを超えた居住地域近くの範囲（昭和火口から概ね２．４ｋｍ）から、昭 

和火口及び南岳山頂火口から概ね２ｋｍに縮小します。 

 桜島では活発な噴火活動が続いており、引き続き火口周辺に影響を及ぼす 

噴火が発生する恐れがありますので、それぞれの火口から概ね２ｋｍの範囲 

では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火砕流に対する警戒 

が必要です。 

 なお、火山活動の状況に変化が見られた場合は、随時、噴火警報または火 

山情報を発表します。 

２．対象市町村等 

  鹿児島県：鹿児島市 

３．防災上の警戒事項等 

 昭和火口及び南岳山頂火口から概ね２ｋｍの範囲では、引き続き噴火に伴 

う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火砕流に警戒が必要です。 
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 風下側では降灰及び遠方でも風に流されて降る小さな噴石（火山れき）に 

注意が必要です。 

 また、爆発的噴火に伴う大きな空振や、降雨時には土石流に注意が必要で 

す。 

＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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【桜島の爆発回数表】

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

H21 1 15 23 41 1 13 55 53 55 102 72 117 548

H22 131 120 121 100 31 99 77 64 38 13 50 52 896

H23 88 110 57 92 76 25 48 86 141 91 57 125 996

H24 172 93 112 107 64 51 61 43 48 35 55 44 885

うち南岳 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2

うち昭和 172 93 112 107 64 51 60 43 48 35 55 43 883

(H24/H23) 195.5% 84.5% 196.5% 116.3% 84.2% 204.0% 127.1% 50.0% 34.0% 38.5% 96.5% 35.2% 88.9%
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【桜島の爆発回数】単位：回
S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49

南岳 115 57 83 109 414 196 89 136 88 29 44 127 37 22 19 10 108 144 362

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5

南岳 199 176 223 231 149 277 233 233 413 332 474 216 106 155 44 119 295 165 91

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

南岳 148 226 171 35 103 237 169 110 59 17 11 12 15 10 4 3 0 2 2

昭和 － － － － － － － － － － － － 0 0 25 545 896 994 883

合計 148 226 171 35 103 237 169 110 59 17 11 12 15 10 29 548 896 996 885
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昭和60年

南岳山頂 474回 平成21年
南岳山頂 3回
昭和火口 545回

平成22年
昭和火口 896回

昭和35年
南岳山頂 414回

平成23年
南岳山頂 2回
昭和火口 994回

爆発回数 累計 １１，００３回
（昭和30年10月～平成24年12月31日現在）

S30年 6回
※ S30.10～

平成24年
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噴火 爆発 噴火 爆発 噴火 爆発

昭和31年 115 115
昭和32年 57 57
昭和33年 83 83
昭和34年 109 109
昭和35年 414 414
昭和36年 196 196
昭和37年 89 89
昭和38年 136 136
昭和39年 88 88
昭和40年 29 29
昭和41年 44 44
昭和42年 127 127
昭和43年 37 37
昭和44年 22 22
昭和45年 19 19
昭和46年 10 10
昭和47年 108 108
昭和48年 144 144
昭和49年 362 362
昭和50年 199 199
昭和51年 176 176
昭和52年 223 223
昭和53年 231 231
昭和54年 149 149
昭和55年 277 277
昭和56年 233 233
昭和57年 372 233 372 233
昭和58年 643 413 643 413
昭和59年 388 332 388 332
昭和60年 540 474 540 474
昭和61年 271 216 271 216
昭和62年 221 106 221 106
昭和63年 220 155 220 155
平成元年 110 44 110 44
平成2年 261 119 261 119
平成3年 409 295 409 295
平成4年 329 165 329 165
平成5年 151 91 151 91
平成6年 277 148 277 148
平成7年 326 226 326 226
平成8年 224 171 224 171
平成9年 45 35 45 35
平成10年 178 103 178 103
平成11年 386 237 386 237
平成12年 306 169 306 169
平成13年 141 110 141 110
平成14年 76 59 76 59
平成15年 29 17 29 17
平成16年 23 11 23 11
平成17年 17 12 17 12
平成18年 36 15 15 0 51 15
平成19年 13 10 29 0 42 10
平成20年 5 4 75 25 80 29
平成21年 20 3 735 545 755 548
平成22年 0 0 1023 896 1023 896
平成23年 2 2 1353 994 1355 996
平成24年 2 2 1105 883 1107 885

年別

南岳

桜島の活動状況（噴火・爆発回数）

年別

昭和火口

年別

合計
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【桜島の降灰量（20km以内：３３地点）】単位：kg／㎡

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

H21 1.2 1.7 4.5 4.5 1.5 6.6 11.0 19.8 13.2 12.7 26.2 23.1 126.1

H22 29.3 35.2 34.7 28.0 17.1 16.4 31.8 14.6 11.4 4.0 8.5 14.1 245.2

H23 16.0 30.3 12.2 13.3 19.4 12.2 6.2 9.8 37.8 27.0 19.9 30.2 234.3

H24 26.8 23.4 38.5 28.0 42.5 30.1 44.4 19.5 23.5 19.6 28.1 17.9 342.4

(H24/H23) 167.7% 77.1% 315.7% 210.4% 218.6% 246.5% 721.2% 199.8% 62.4% 72.6% 141.2% 59.1% 146.1%
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【桜島の降灰量（20km以内：３３地点の合計値）】単位：kg／㎡

S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4
287 273 240 278 495 379 1,101 517 392 359 368 745 564 682

H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
147 129 173 73 14 65 118 130 25 9 3 3 1 4

H19 H20 H21 H22 H23 H24
4 17 126 245 234 342
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２ 霧島山の火山活動 

① 新燃岳 

（1）平成24年の概況 

新燃岳では今期間、噴火は発生しなかった(最後の爆発的噴火は 2011 年 3 月 1 日、噴

火は 2011 年 9 月 7 日)。新燃岳の北西数 km の地下深くのマグマだまりへの、深部から

のマグマの供給が停止した状態が続いた。 

しかし、火口やその直下には高温の溶岩が溜まっており、新燃岳直下の火山性地震も

続いたことから、突発的な噴火が発生する可能性があり、マグマだまりに蓄積された多

量のマグマが上昇すれば、噴火活動が再び活発化する恐れがあるとして、噴火警戒レベ

ル 3(入山規制)が継続した。6 月には、新燃岳浅部の活動が低下し、爆発的噴火により大

きな噴石が 2 ㎞を超えて飛散する可能性は低くなったとして、26 日 18 時 00 分に、火

口周辺警報（噴火警戒レベル 3・入山規制）の内容を切り替え、新燃岳火口からの警戒

範囲を、それまでの「概ね 3km」 から「概ね 2km」 に縮小した。火口には高温の溶岩が

溜まっており、小規模な噴火が発生する可能性は否定できないとして、警戒が続いた。 

火山性地震は、1月の発生が 797 回、2 月が 610 回と、初めやや多かった。その後は徐々

に減少し、5 月には発生回数が 82 回と、昨年の活発な噴火活動前とほぼ同程度にまで減

少した。その後、8 月に一時的に地震回数が増えた日もあったが、年末にかけて少ない

状態が続いた。 

火山性微動は、2 月に振幅が小さく、継続時間の短いものが 1回発生しただけだった。 

火山ガス(二酸化硫黄)の 1 日あたりの平均放出量は、1 月が 200～500 トンと少なく、

2 月以降はさらに減少し、5月以降は検出できない月もあった。

（2）各月の経過

【1月～4月】(2011年3月22日以降、噴火警戒レベル3継続。警戒範囲は新燃岳火口から概

ね3kmの範囲) 

新燃岳で噴火は発生しなかった。白色の噴煙が火口縁上概ね50～100mで経過し、2月に

は最高で600mに達した。火口内に蓄積された溶岩の大きさ(直径約600m)や形状、及び周

辺の噴気の状況に特段の変化はなく、主に溶岩の北側、及び東側から白色の噴煙が上が

っているのが確認された。一部には二酸化硫黄を含む青白色のガスを確認した。 

 火山性地震は、1月797回、2月610回、3月368回、4月356回と、やや多い状態が続いた。 

 火山性微動は、2月に、振幅が小さく、継続時間の短いものが1回発生しただけだった。 
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 火山ガス(二酸化硫黄)の、1日あたりの平均放出量は、1月が200～500トン、2月が200

トン、3月と４月は100トンと、少ない状態が続いた。 

【5月～7月】(噴火警戒レベル3継続。6月26日18時、警戒範囲を新燃岳火口から概ね2km

の範囲に縮小) 

新燃岳で噴火は発生しなかった。新燃岳浅部の活動も低下しており、爆発的噴火によ

り大きな噴石が2kmを超えて飛散する可能性は低くなったとして、6月26日18時に、警戒

範囲を新燃岳火口からおおむね2kmに縮小した。噴煙活動に特段の変化はなく、白色の噴

煙が火口縁上概ね100m前後で経過した。火口内に蓄積された溶岩の大きさや形状、及び

周辺の噴気の状況に特段の変化はなかった。 

 火山性地震の発生回数は、5月が82回、6月が23回、7月が17回と減少し、昨年の、活発

な噴火活動前とほぼ同程度となった。 

 火山性微動は、発生しなかった。 

火山ガス(二酸化硫黄)は、5月と7月は検出できなかった。6月の1日あたりの平均放出

量は100トンと、少なかった。 

【8月】(噴火警戒レベル3継続)

新燃岳で噴火は発生しなかった。30日14時頃から17時頃にかけて、新燃岳の南西付近

を震源とする振幅のやや大きな火山性地震が一時的に増加したが、その他の活動に特段

の変化はなかった。噴煙活動にも特段の変化はなく、白色の噴煙が火口縁上概ね100m以

下で経過した。火口内に蓄積された溶岩の形状、及び周辺の噴気の状況にも特段の変化

はなかった。 

 火山性地震は30日に一時的に増加したが、その他は1日あたり0～2回で、月回数は37

回と少ない状態が続いた。 

 火山性微動は発生しなかった。 

 火山ガス(二酸化硫黄)は、31日に実施した現地調査で、最大放出量が1日あたり10トン

とごく少ない状態だった。 

【9月～12月】(噴火警戒レベル3継続) 

新燃岳で噴火は発生しなかった。噴煙活動にも特段の変化はなく、白色の噴煙が火口

縁上概ね50m以下で経過した(9月には最高で200mに達した)。火口内に蓄積された溶岩の

形状、及び周辺の噴気の状況に特段の変化はなかった。 

 火山性地震は、9月が69回、10月が49回、11月が40回、12月が25回で、6月から8月と比

較するとわずかに多い状態が続いた。 

 火山性微動は発生しなかった。火山ガス(二酸化硫黄)は、9月は、26日に実施した現地

調査で、最大放出量が1日あたり10トンとごく少ない状態だった。 
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② 御鉢  

（1）平成 24 年の概況 

火山活動に特段の変化はなく、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなかっ

た。火口縁を超える噴煙も認められなかった。平成19年12月１日に噴火予報（噴火警戒

レベル１、平常）を発表して以降、予報警報事項に変更はない。  

火山性地震は少ない状態で経過した(11月は、18日から19日にかけてわずかに増加した

が、それ以外は少ない状態で経過)。4月と5月、7月は観測されなかった。 

火山性微動は、9月18日に振幅が小さく継続時間の短いものを1回観測した。2010年11

月10日以来の観測となった。微動発生時に表面現象や傾斜計に特段の変化は認められな

かった。 

（2）各月の経過 

【1月～12月】(噴火警戒レベル1) 

火山性地震は、1月：3回 2月：3回 3月：１回 6月：4回 8月：2回 9月：１回 10

月：2回 11月：13 回 12月：2回。 

火山性微動は、9月18日に、振幅が小さく、継続時間の短い火山性微動を１回観測した

(火山性微動を観測したのは2010 年11 月10 日以来)。それ以後、火山性微動は観測され

ていない。 

（3）霧島山(新燃岳)の火山情報の発表状況 

6 月 26 日 噴火警戒レベル 3、入山規制を切り替え 

  新燃岳火口からの警戒範囲を、「概ね 2km」に縮小 
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火山名  霧島山（新燃岳）  噴火警報（火口周辺） 

平成２４年６月２６日１８時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜霧島山（新燃岳）に火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）を切り 

替え＞ 

新燃岳火口から概ね２ｋｍの範囲で大きな噴石に警戒が必要（警戒範囲を縮 

小）。 

＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 新燃岳では、新燃岳の北西地下深くのマグマだまりへの深部からのマグマ 

の供給は停止し、新燃岳浅部の活動も低下しており、爆発的噴火により大き 

な噴石が２ｋｍを超えて飛散する可能性は低くなったと考えられます。 

 しかし、火口には高温の溶岩が溜まっており、現在でも小規模な噴火が発 

生する可能性は否定できませんので、火口から概ね２ｋｍの範囲では弾道を 

描いて飛散する大きな噴石に警戒が必要です。 

２．対象市町村等 

  宮崎県  ：小林市 

  鹿児島県：霧島市 

３．防災上の警戒事項等 

 火口から概ね２ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな 

噴石に警戒が必要です（警戒範囲を３ｋｍから２ｋｍに縮小）。 

 噴火時には、風下側で火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき）が風に流 

されて降るおそれがあるため注意してください。霧島山上空の風情報に留意 

してください。 

 降雨時には泥流や土石流に警戒が必要です。降雨に関する情報に留意して 

ください。 

 火口から２ｋｍを超える範囲においても、これまでの噴火による火山灰な 

どの堆積等により道路や登山道等が危険な状態となっている可能性があるの 

で、引き続き、地元地方公共団体等が行う立入規制に従ってください。 
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＜噴火警戒レベル３（入山規制）が継続＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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３ 薩摩硫黄島の火山活動 

（1）平成 24 年の概況 

一年を通して火山活動は静穏な状態で経過した。 

噴煙活動は、白色噴煙が概ね火口縁上 300m 程度の高さで経過し、最高高度は 7 月で火

口縁上 800m まで上がった。 

火山性地震は少ない状態で経過し、火山性地震の年回数は 2,354 回で、月回数の最大は

7月の 238 回、日回数の最大は 7月 8日の 12 回だった。 

火山性微動は、3回発生したが、いずれも継続時間が短く、振幅の小さいものだった。 

7月22日から27日及び11月17日から20日かけて実施した現地調査では、前回（2011 年11 

月）と比べて、噴煙活動の状況に特段の変化はなかった。赤外熱映像装置による観測でも、

地表面温度分布に大きな変化はなかった。また、二酸化硫黄の平均放出量は1日あたり400

～500トンと、前年(2011年11月)の800トンと比較して大きな変化はなく、引き続きやや多

い状態だった。

（2）各月の経過 

【1月～10 月】（噴火警戒レベル 2） 

硫黄岳山頂火口の噴煙活動は、やや高い状態が経過した。噴煙の色は白色で、高さは火

口縁上概ね 300m 程度（5月は 600m、7月は 800m、10 月は 700m）で経過した。 

火山性地震は少ない状態で経過した。月回数は1月(209回)、2月(189回)、3月(201回)、

4 月(126 回)、5月(212 回)、6 月(204 回)、7 月(238 回)、8 月(187 回)、9 月(193 回)、10

月(219 回)だった。 

GPS 連続観測では、火山活動による特段の変化はなかった。 

【11 月～12 月】(噴火警戒レベル 2(火口周辺規制)→レベル 1(平常)に引き下げ) 

 硫黄岳山頂火口の噴煙活動は、やや高い状態が経過した。噴煙の色は白色で、高さは火

口縁上で 11 月が 400m、12 月は 200m だった。 

 火山性地震は少なく、11 月(168 回)、12 月(208 回)だった。 

 11 月 25 日に実施した上空からの観測によると、従来と同様に東部の海岸を中心に褐色

～緑色の変色水が見られた。また、硫黄岳の東側斜面、山頂火口から噴気が見られた。 

 12 月 26 日に実施した上空からの観測では、前回(2011 年 12 月)と比べ、大きな変化は

なかった。地表面温度分布も特段の変化はなかった。周辺の海岸付近では、火山活動に伴

うと考えられる海水の変色が引き続き確認された。 

 11 月 29 日に噴火予報を発表し、噴火警戒レベル 2から 1に引き下げた。 

（3）火山情報の発表状況 

11 月 29 日 噴火予報：警報解除
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火山名  薩摩硫黄島  噴火予報：警報解除 

平成２４年１１月２９日１１時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜薩摩硫黄島に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）：警報解除を発表＞ 

火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなくなりました。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 薩摩硫黄島では、２００３年頃から活発な噴煙活動が続いていましたが、 

２００９年中頃からやや低下した状態で経過しています。火山性地震も２０ 

０９年３月頃から増加し多い状態で経過していましたが、２０１０年９月以 

降少なくなっています。 

 １１月１７日から２０日にかけて実施した現地調査では、前回（２０１２ 

年７月）と同様、噴気地帯等の一部に高温域が認められる程度で、特段の変 

化は認められませんでした。 

 以上のように火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなくなりまし 

た。 

 なお、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量はやや多い状態が続いています。 

２．対象市町村等 

  鹿児島県：三島村 

３．防災上の警戒事項等 

 硫黄岳火口では噴煙活動が続いており、火口内では火山灰等の噴出する可 

能性があります。 

 また、火口付近では火山ガスに対する注意が必要です。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       
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【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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４ 口永良部島の火山活動 

（1） 平成 24 年の概況 

口永良部島の火山性地震は、1 月上旬までやや多い状態で経過したが、震源は新岳火口

付近のごく浅い所に分布し、これまでと比べ大きな変化はなかった。1 月 5 日以降は静穏

に経過した。火山性微動は少ない状態で経過したが、11 月と 12月は一時的に増加した。 

噴煙などの表面現象の状況は、遠望観測では新岳火口の噴煙活動に特段の変化はなく、

白色の噴煙が火口縁上 50～100m の高さ（最高高度は 400m）で経過した。  

5 月 11 日及び 11 月 30 日から 12 月 4 日にかけての現地調査の観測では、新岳火口内及

びその周辺の地表面温度分布に特段の変化はなく、12 月 26 日に海上自衛隊第 72 航空隊鹿

屋航空分遣隊が実施した上空からの観測では、前回（2011 年 12 月 19日）と比べて噴煙活

動に特段の変化は認められなかった。新岳火口では、主に南側火口内壁から白色の噴煙が

火口縁上 50m 程度上昇し、南へ流れていた。赤外熱映像装置による観測では、新岳火口縁

の南側には引き続き熱異常域が認められ、古岳火口内では、火口底から白色の噴気が高さ

20m程度上昇していた。 GPS連続観測では、火山活動と思われる変化は認められなかった。 

5 月 10 日と 11 月 30 日に実施した現地調査では、二酸化炭素の平均放出量は 1日あたり

それぞれ 20 トンから 30トンで少ない状態だった。

（2）各月の経過 

【1月】（噴火警戒レベル2(火口周辺規制)→レベル1（平常）に引き下げ） 

噴煙活動は低調で、新岳火口の噴煙活動に特段の変化はなく、白色噴煙が火口縁上100m

以下の高さで経過した。火山性地震は1月5日以降は少ない状態で経過し、月回数は137回

だった。震源は新岳火口直下のごく浅い所に分布し、火山性微動は確認されなかった。 

1月20日に噴火予報を発表し、噴火警戒レベル2から1に引き下げた。 

【2月～12月】(噴煙警戒レベル1 平常) 

火山活動は概ね静穏に経過した。噴煙活動は低調で、白色の噴煙が火口縁上概ね100～

200m（最高高度は12月に400m以下、7月と9月は300m）で経過した。 

5月及び11月、12月に実施した現地調査では、火口の膨張を示す特段の変化はなかった。 

12月に実施した上空からの観測では、前回（2011年12月14日）と比べて、新岳火口及び

その周辺の状況に大きな変化はなかった。 

火山性地震は少ない状態で経過した。月回数は2月(41 回)、3月(105回)、4月(40回)、5

月(40回)、6月(67回)、7月(49回)、8月(60回)、9月(74回)、10月(82回)、11月(76回)、12

月(105回)だった。火山性地震の震源はこれまで同様、新岳火口直下のごく浅い所に分布

した。GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

（3）火山情報の発表状況 

1 月 20 日 噴火予報：警報解除
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火山名  口永良部島  噴火予報：警報解除 

平成２４年１月２０日１１時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜口永良部島に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）：警報解除を発表＞ 

 火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなくなりました。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 口永良部島では、昨年（２０１１年）１２月１１日から火山性地震の回数 

が多くなり、火山活動が高まった状態となりましたが、１２月２５日頃から 

火山性地震の回数は緩やかに減少し、１月５日以降は少ない状態で経過して 

います。 

 その他のデータには、特段の変化は認められません。 

 以上のように、火山活動は低下しており、火口周辺に影響を及ぼす噴火の 

兆候は認められなくなりました。 

２．対象市町村等 

  鹿児島県：屋久島町 

３．防災上の警戒事項等 

 新岳火口内では噴気活動が続いており、火山灰等の噴出する可能性があり 

ます。 

 また、火口付近では火山ガスに対する注意が必要です。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 
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【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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５ 諏訪之瀬島の火山活動 

（1）平成 24 年の概況 

 御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火が時々発生し、噴火活動はやや活発な状態で経過

した。爆発的噴火は 3回で、前年(2011 年の 51 回)と比べて減少した。 

噴煙の最高高度は火口縁上 700m で、同火口では年間を通して、夜間に好感度カメラで

確認できる程度の微弱な火映を観測した。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、御岳の南南西約 4km の集落で降灰を確認した日

数は 12 日あった(前年は 6日)。 

12 月 26 日に、海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て実施した上空から

の調査では、御岳火口底の中央部で赤熱した溶岩が確認され、赤外熱映像装置による観測

でも高温領域が認められた。 

11 月 8 日に実施した現地調査では前回(2011 年 11 月 15 日)と比較して、火口内の形状

などに特段の変化はなかった。 

火山性地震は少ない状態で経過し、火山性地震の年回数はＡ型地震が 258 回(2011 年は

1324 回)、Ｂ型地震が 1075 回(2011 年は 1799 回)で前年と比べて減少した。 

火山性微動は時々発生していたが、9月 28 日からはほぼ連続で発生した。火山性微動の

年間継続時間は 2406 時間 18 分 43 秒だった。 

GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

（2）各月の経過 

【1月・2月・3月】 

御岳火口では、爆発的噴火が 1月 12 日(噴煙の最高高度：火口縁上 300m)、2 月 6 日(噴

煙の最高高度：火口縁上 400m)、3 月 6日(噴煙の最高高度：火口縁上 200m)に発生した。 

火山性地震は少ない状態で経過し、月回数はＡ型地震が 1月(28 回)、2 月(42 回)、3 月

(26 回)で、Ｂ型地震は 1月(179 回)、2 月(64 回)、3 月(20 回)だった。火山性微動の継続

時間の月合計は、1月(69 時間 24 分)、2月(58 分)、3 月(17 分)と徐々に減少した。 

【4月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかった。 

火山性地震は少ない状態で経過し、Ａ型地震が 21 回、Ｂ型地震は 85 回で、Ｂ型地震は

前月と比べてやや増加した。5 日に火山性連続微動が発生し、火山性微動の継続時間の月

合計は 9時間 26分と前月と比べて増加した。 

【5月】 

御岳火口では、爆発的噴火は発生しなかったが、25 日、26 日、28～30 日にごく小規模

な噴火が発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 600m だった。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、25日、28～30日に島内の集落(御岳の南南西4km)

で降灰が確認された。 
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火山性地震は少ない状態で経過し、Ａ型地震が 11 回、Ｂ型地震は 205 回で、Ｂ型地震

は前月と比べ増加した。5日、25～26 日に火山性連続微動が発生し、火山性微動の継続時

間の月合計は 40時間 11分と前月と比べ増加した。 

【6月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、11 日、13～14 日にごく小

規模な噴火が発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 300m だった。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、11日、13～14日に島内の集落(御岳の南南西4km)

で降灰が確認された。 

火山性地震は少ない状態で経過し、Ａ型地震が 21 回、Ｂ型地震は 116 回だった。13～

16 日、20～22 日に火山性連続微動が発生し、火山性微動の継続時間の月合計は 132 時間

24 分だった。 

【7月・8月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、8月 19 日に噴煙のみ確認さ

れ、高度は火口縁上 300m だった。 

火山性地震は少ない状態で経過し、月回数はＡ型地震が 7月(29 回)、8 月(17 回)、Ｂ型

地震は 7月(123 回)、8月(39 回)だった。 

7 月 24～25 日に火山性連続微動が発生し、火山性微動の継続時間の 7 月合計は 38 時間

5分だった。8月は火山性微動が確認されなかった。 

【9月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、28 日と 30 日にごく小規模

な噴火が発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 400m だった。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、28 日と 30 日に島内の集落(御岳の南南西 4km)

で降灰が確認された。 

火山性地震は少ない状態で経過し、Ａ型地震が 37 回、Ｂ型地震は 86 回だった。Ｂ型地震

86 回のうち 54 回が 28 日に発生した。27 日以降、火山性連続微動が発生し、火山性微動

の継続時間の月合計は 67 時間 52分だった。 

【10 月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、ごく小規模な噴火が断続的

に発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 700m だった。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、2 日と 5 日に島内の集落(御岳の南南西 4km)で

降灰が確認された。 

火山性地震は少ない状態で経過し、Ａ型地震が 22 回、Ｂ型地震は 78 回だった。Ｂ型地

震 78 回のうち 65 回が 7 日から 11 日にかけて発生した。火山性連続微動が引き続き発生

し、火山性微動の継続時間の月合計は 705 時間 19 分と前月と比べ大幅に増加した。 

【11 月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、ごく小規模な噴火が断続的

に発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 500m だった。 

9 日に実施した現地調査では、御岳火口から南西約 2km 付近でごく少量の降灰が確認さ
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れた。また、十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、25日に島内の集落(御岳の南南西 4km)

で降灰が確認された。8日に実施した文化火口においての現地調査では前回(2011 年 11月)

と比較して火口内の形状に特段の変化はなかった。 

火山性地震は少ない状態で経過した。火山性連続微動は、11 月は常時発生し、火山性微

動の継続時間の月合計は 720 時間だった。 

【12 月】 

御岳火口では、爆発的噴火を含む噴火は発生しなかったが、4 日と 7 日にごく小規模な

噴火が発生した。噴煙の最高高度は火口縁上 500m だった。 

26 日に海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊の協力を得て実施した上空からの調査

では、御岳火口底の中央部で赤熱した溶岩が見られ、温度分布においても高温域が認めら

れた。 

火山性地震は少ない状態で経過した。火山性連続微動が引き続き発生し、火山性微動の

継続時間の月合計は 622 時間 23 分だった。 

※なお、Ａ型地震とは、Ｐ相やＳ相が明瞭で高周波成分が卓越する地震、Ｂ型地震とは、

Ｐ相やＳ相が不明瞭で低周波成分が卓越する地震である。 

（3）火山情報の発表状況 

火山情報の発表はない。 
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